
菅
原
道
真
研
究―『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（十

二
）
―

焼

山

廣

志

一

前

回

↓̂
に
引

き
続

い
て
、
本

稿

で
は
以

下

の

『菅
家

後
集

』

の
作

品

の

全
注

釈
を

試

み
た

い
。
今

回
は

調
査

・
考
察

を
済

ま

せ
た

『菅
家

後

集
』

「
斬
問
種

菊
」

の

一
首

を

取
り

挙
げ

て
み

る
。

注

釈
を

進

め
る
上

で

の

「
凡

例
」

は
前
稿

（2
》の
そ

れ

に
倣
う

。

二

闘
醐
圏

国
凹
圏

*

斬

稠
剰

・

青
膚小

葉
白
牙
根

○
○
●
●
●
○
◎・茅屋前頭近逼軒○●○○●●◎ド・將布貿爽嬬婦宅○●●○○●●

・

與
書
要
得老

僧
園

●
○○

●
●
○
◎ド・未曾種庭思元亮●○●●○○●・為是花時供世尊●●○○●●◎・不計悲愁何日死●●○○○●●ド・堆沙作埴荻編垣○○●●●○◎

*
脚
韻
は
上
平
声

「
元
韻
」

韻
字
は

「根

・
軒

・
園

・
尊

・
垣
」
で
あ

る
。

囲
○

題
字

下

注

「
七
言

」

-

（内

閣
）

（
大
島

）

（松
平

）

（尊

四
）

（太

二
）

同
圏

全
本

▼
頭
注

「
扶

十

五
」

…

（内

閣

）

（
松
平

）

（尊

四
）

▼
頭
注

「
無

七
言

二
字

」

…

（大
島

）

○

貿

…
貨

（●

）

（静
嘉

）

（尊

一
）

（尊

二
）

▼
頭
注

「
貨

作
貸

」

…

（大
島

）

○
未
…
非

（○
）

（大
島
）
（太

一
）
（太
二
）
圓

∪

全
本

▼
頭
注

「
非

作
未

」

・

（大
島

）
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○
埴
…
堰

（●
）

…

（大
島
）
（太

一
）
（太
二
）
∩
関

∪

全
本

團
・
青
膚

小
葉

白
牙
の
根
せ
ま

・
茅
屋

前
頭

近
く
軒
に
逼
る

・
布
を
聯

L
興
ひ
来
る

嬬
婦
の
宅

あ
た

も
と

・
書

を
與

へ
て
要

め
得
た

り

老
僧

の
園

か

・
未
だ
曾

っ
て

種
う
る
庭
、
元
亮
を
思
は
ず

・
是
れ

花
の
時

世
尊
に
供
せ
ん
が
為
な
り

は
か

.
計

ら
ず

、
悲

愁

何

れ

の
日
か

死
な

ん
こ
と

を

せ
き

・
沙
を
堆
し

埴
を
作
り
て

荻

垣
を
編
む

国
・
表

面

の
青

々
と

し
た
小

葉
を

つ
け

、
ま

っ
白

な
根

を

つ
け
た

菊
を

・
家

の
前

の
、
軒

に
か

か
る
す

れ
す

れ

の
所

に
植
え

た

。

・
こ
れ

は
布

と
ひ
き

か
え

に
、

や
も

め

の
所

に
出
掛

け
手

に
入
れ

た
も

の

で
あ

る

し

.
手

紙

を
書

い
て
、
老

僧

の
所

で
も
ら

っ
て
き
た
菊

の
苗

な

の
で
あ

る
。

・
こ

の
よ
う

に
菊
を

植
え

よ
う

と

し

て

い
る

私
は

、
今

ま

で

一
度

も
陶

淵

明

の
こ
と

な
ど
考

え

る

こ
と

な
く

（殊

更

、
陶
淵

明
を

意
識

し

た
か

ら

で
は

な
く
）

・
ひ
と
え

に
、

こ
れ
は

菊

の
開
花

す

る
秋

と
も

な

れ
ば

、

こ
の
花

で
、

仏

壇

に
供

え

た

い
と

思
う

か
ら

に
他

な
ら

な

い
。

・
悲

し

み
憂

え

る
日

々

の
毎

日
、

い
つ
ま

で
自

分

が
生
き

永

ら
え

る
か

も

わ
か

ら
な

い
中

で

・
菊

の
苗

を

植
え

た
囲

り
を

砂

地

で
高
く

盛
り

、
荻

の
枯

枝

を
編

ん

で
、

垣
根

の
替

わ
り

に

し
た

の

で
あ

る
。

國
○
青
膚
…
緑
の
樹
皮
や
、
こ
け
、
苔
鮮
の
意
と
し
て
の
例
が
多

い
が
、
こ

こ
で
は

「種
菊
」
の
苗
の
緑
の
葉
の
こ
と
を
指
す
。
『漢
語
大

詞
典
』
に
は

「①
青
色
的
樹
皮
」
と
説
明
し
、
「韓
愈
」
の

「孟

郊
、
城
南
聯
句
」
の

「緑
髪
抽
眠
楚
、
青
膚
聾
瑠
槙
、
銭
仲
聯

集
釈
引
孫
汝
所
日
青
膚
、
青
皮
也
」

の
用
例
を
索
く
。

○

白
牙

…

『
日
本

漢
詩

人

選
集

-

菅

原
道
真

』

で
小

島
憲

之

、
山

本
登

朗

氏

は
、

こ

の
詩

の
注
釈

で

「
『芽

』

に
同

じ
。

『白

牙
』

は
差

し
芽

を
し

た
茎

か

ら
、
白

い
芽

の
よ
う

に
伸

び

始

め

て

い
る
菊

の
毛
根

を

言
う

」
と

説

明
さ

れ

て

い
る
。

（
一
五
九

頁
）

畢
閣
醐
國

○
茅
屋
…
①
か
や
ぶ
き
の
家
。
茅
宇
。
茄
屋
。
質
素
を
あ
ら
わ
す
語
。
②

己
の
家
の
謙
称
。
茅
舎
。
拙
宅
の
意
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
①
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の
意
。
太
宰
府
の
今
住
む
宿
舎
を
言
う
。
『漢
語
大
詞
典
』
に

は

「亦
作

"茄
屋
"
用
茅
草
蓋
的
房
屋
」
と
説
明
し
、
次
の
用

例
を
索
く
。

〔
『左
傳
』
桓
公
二
年
〕
清
廟
茅
屋
、
大
路
越
席
、
杜
預
注
、
以

茅
飾
屋
、
著
倹
也
。

〔杜
甫

・
「春
日
江
村
」
詩
之

一
〕
茅
屋
還
堪
賦
、
桃
源
自
可
尋
。

〔眺
合

・
「将
蹄
山
」
詩
〕
聞
道
薔
渓
茄
屋
畔
、
春
風
新
上
数
枝

藤〔
『漢
書
』
.
藝
文
志
〕

茅
屋
釆
橡
、
是
以
貴
倹
。
顔
師
古
注
…

以
茅
覆
屋
、
以
釆
為
橡
、
言
其
質
素
也
。

『白
氏
文
集
』
「
㎜
題
王
庭
士
郊
屋
」
に

「負
郭
田
園
八
九
頃
、

向
陽
茅
屋
爾
三
間
」
の
用
例
が
、
「翻
洗
竹
」
に

「小
者
裁
魚
竿
、

大
者
編
茅
屋
」
の
用
例
が
見
え
る
。
紀
長
谷
雄
の

「4
山
家
秋

歌

〈越
調
〉」
に

「秋
水
冷

暮
山
清

三
間
茅
屋
送
残
生
」

の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「皿
路
遇
白
頭
翁
」
に

「
三
間

茅
屋
南
山
下
、
不
農
不
商
雲
霧
中
」
の
句
が

「
蹴
苦
日
長
」
に

「茅
屋
濁
眠
居
、
蕪
庭
閑
囎
立
」
の
句
が
、
「謝
閑
居
」
に

「茅

屋
三
間
竹
数
竿
、
便
宜
依
水
此
生
安
」
の
句
が
、
「餅
風
雨
」

に

「不
愁
茅
屋
破
、
偏
借
菊
花
残
」
の
句
が
見
え
る
。

○

前

頭
…

ま

え
。

先
。

『漢

語
大

詞

典』

で

は

「②

面

前、

躁

前」

と

説明する。

1

『
白
氏
文
集』

「
封
酒
勧
令
公
開
春
遊
宴
詩」

に
「
前
頭
更有

忘

憂
日
、
向
上
磨
無
快
活
人
」
の
句
が
見
え
る
。
「元
積
」
の

「和

李
校
書
新
題
楽
府
、
西
涼
伎
」
に

「寄
箭
開
府
高
宴
、
八
珍
九

醒
當
前
頭
」
の
句
が
見
え
る
。

○
將

○
近
逼
軒
…
『
日
本
漢
詩
人
選
集
-

菅
原
道
真』

の
注
釈
に、
「
庭
が狭いので、軒先近くにしか菊を植える場所がないことを言う」とある。『菅家文草』「㎜寄白菊四十韻」の中に、「小堰斜当戸（小堰斜めに戸に当れり）疎欄正

ー
逼

軒
（

疎

欄
正
に

軒
に

逼

る）
」

と

類
似
し

た

句
が

見

え
る
。…①もって。もちいて。《利用する手段を示す》…をも

っ

て
。

…
に
よ
っ

て
。
「

將

布」

は
「

布
を

用
い

て
」

と

か
「

布

を

使
っ

て
」

の

意
。

○
貿

…

①
交

易

す
る
。

か

え
る
。

あき

な

う
。

1『詩経』「衛風・眠」に見える「眠之寅蜜抱布貿綜

か

（
眠
の
蜜
寅
た
る

布
を
抱
き
て
綜
に
貿
ゆ）
」

の
用
例
で
あ

る
。

○
嬬
婦

…

や

も
め
。

夫
に

死
に

別

れ
た

女
。

『
准

南
子
』

「

脩

務
訓
」

に

1

ー「弔死問疾、以養孤嬬。（注）嬬、

寡

婦

也
。

雛

家

謂

ー

寡
婦、

日
嬬
婦」

の
例
が
見
え
る。
『
漢
語
大
詞
典』

に
は

「
寡
婦」

と
説
明
し、
「
元
積」
「
鶯
鶯
傳」

の
「
適
有
崔
氏
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ー
嬬
婦、

將
蹄

長

安」

の

用

例
を

引

く。

『白

氏

文集

』

「
㎜

和

―

農
興
因
報
問
亀
見」

に
「
西
院
病
嬬
婦、

後林

孤
姪
見」

の

句
が
見
え

る
。

○
要

・
《

動
》

①
も
と

め
る
。
（
ア
）

自

分
の

も
の

に

し
た
い

と

願

う。

請う

。
「
柳
完
元」
「
賀
進
士
王
参
元失

火
書」

の
「
足
元
前

1要二

僕

文章

古書

一
」

の

用

例
が

そ
れ

で

あ
る
。

（

漢
辞

海）

○
得

-
圖
日《
助
》①

文末

に
用
い
て
強
い
肯定

の
語気

を
表
す。

杜

1甫「草堂即事」の「蜀酒レ禁得、

無レ

銭

何

処
除
」

の

用

例
が
、

そ

れ
で

あ
る
。

（
『漢

辞

海』
）

○
老
僧

-

①年

老
い

た

僧
・

老

柄。

ー

「
王
維」

「
石
門
精
舎
詩」

に
「
老
僧
四
五
人、

遣
遥
蔭
松

柏
。
」

の

句

が

見
え

る
。

『

漢
語

大
詞

典
』

で

は
、

「

①

年
老

的
和
尚」

と
説
明
し、
「
韓愈

」
「
与孟

簡
尚書

書」

に
「
潮

―

州

時、

有
一

老
僧

號
大
頭、

頗
聡

明、

識
道

理
」

の

用
例
を

引
く。

川
口
久
雄
氏
は
日
本
古
典
文
学
大
系
の
頭
注
で
次
の

よ

う
に

記
さ
れ

て
い

る
。

「種

菊」

菊
の
苗
を
延
暦
寺
の
山
僧
よ
り
分
け
て
も
ら
っ

て
自
宅
の
園
に
植
え
た
こ
と
は
「
鵬
題
白菊

花」

な
ど
に
見

え
て
い

た
。

こ

ん

ど
の
こ

と

も

彼
の

愛

菊
の

癖
に

出
て
い

ることは以前と変わらない。

1

紀

長
谷

雄

の

「
65

白

箸

翁
」

に、

「

有
一

老

僧

謂

人

云、

去
年
夏
中、

頭
陀
南
山

惣
見
昔
翁
居
石
室
之
中」

の
例
が～

見
え
る
。
『白

氏
文
集』

「
蝋
青
龍
寺
早夏

」

に
「
閑
有
老
僧

立、

静
無
凡
客
遇」

の
句
が、

又
「
襯
戯
禮
経
老
檜」

の
詩

題
が
見
え
る
。
『
菅
家
文草

』
「
93
奉
和兵

部侍

郎
実舎

弟
大

1

夫
之
作」

に
「
菩
提道

外
誰
廻
向
、

為念

彌
陀
拝老

僧」

の

句
が、

又
「
励
別
遠
上
人」

に
「
傳
將法

界
二
明
火

謝
却

1
老
僧
一

老

松
」

の

句
が

見え

る
。

○未

曽

:

今
ま
で

に
ま

だ
一

度も

～
な
か
っ

た
。

畢

嬰囲

醒

○
元
亮

…

「

陶

潜
」

の

字
。

晋、

尋

陽

柴

桑
の

人
。

字

は

或
は

淵

明

（

泉

明、

深
明）

と
い
い
、

一

に

名
は

元

亮
に

作
る
。

五

柳

先生

と
自
称
し、

世
に
靖節

先
生
と
呼ば

れ
た。

彰
沢
県令

に

な
っ

た
が

八

十

余
日
で

辞職

し
、
「

帰
去

来
辞
」

を

作
っ

た
。

酒
と
菊
を
愛
し、

田
園
生
活
の
実感

を
詩
に
え
が
い
た
。

後

世
の
文
学
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
（『
新
字
源』

〈陶

潜〉）

『白

氏文

集』

「
㎜
芙
崔
二
十
四
常侍

」

に
「
伯
倫
常
置
臆
身

錨、

劃
田
園
酔
裏
蹄」

の
句
が
、

又
「
鋤
將
露
滑村

先

1

寄舎

弟」

に
「
子
平嫁

嬰
貧中

軍、

元亮

田
園
酔
裏蹄

」

の

句
が
見え

る。
『菅

家
文
草』

に
は
、
「
㎜
寄
白
菊、

四
十
韻」

1

に
「
笑
殺
陶
元
亮、

喰
資
楚
屈
原」

の
句
が、

又、
「
娚
賦

1

新
煙
催柳

色、

鷹
製」

に
「
幾
千
里
外
思
元
亮、

何
一

城
頭
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望
武

昌」

の

句
が

見
え
る
。

○
花
時

-

花
の

咲

く

時

節。

花
期
。

花

候
・
「
元

積
」

の

「

湘
南

登

臨

ー

湘
櫻」

詩
に
「
高
庭
望
瀟
湘、

花時

萬
井
香」

の
用例

が
見

え

る
。

『
漢

語

大
詞
典』

で
は
、

「

①

百花

盛
開

的

時節

。

常

指

春
日
」

と

説
明

し
、

「

杜

甫」

の

「

遺

遇
」

詩
の

「自

善

ー

遂
生
理、

花
時
甘
組
鞄」

の
用
例
を
引
く。

『
田
氏
家
集』

に
は、
「
照
暮
春
花
下、

奉
謝
諸
客
勧
酒
見賀

仲
平
及
第」

―

に
「
吾家

不是

登龍

種、

何
○
花時

雲
雨
園」

の
句
が、

又

―

「
鵬
和文

十
三
春夜

籍

次
韻」

に
「
澗
恨
花
時多

不
快、

何
當
得
意
穏
眠
床」

の
句
が
見
え
る
。
『
菅
家
文
草』

に
は

「
68
書斎

雨
日、

猫
封
梅
花」

に
「
鮎検

窓
頭
数
箇
梅、

桐

ー時
不
記
幾
年
開」

の
句が

見
え
る。

○
世
尊

-

主
と

し

て

サ
ン
ス

ク
リ
ッ

ト

語
げ

匿鴉

く讐

の

漢

訳

語
で
、

げ

訂
ひq
p。
（

幸
運
、

繁

栄）

と
く簿

（
～

を

有
す
る

も
の
）

の

結

合
し
た

も
の
。

〈

婆
伽

婆〉

〈

薄
伽

梵〉

な
ど
と

音
写

さ
れ

る
。

福
徳
あ
る
者、

聖
な
る
者
の
意
味
で、

古
代
イ
ン
ド
で
は
師

に
対
す
る
呼び

か
け
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た。

仏

教
に
お
い
て
は
釈尊

を
意
味
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が、

神
格

化
さ
れ

る
に

伴
い
、

仏
の

尊

称
と

な

り、

万
徳
を

具
し

世
に
尊
敬
さ
れ
る
が
故
に
こ
の
よ
う
に
漢
訳
さ
れ
た。
（
『岩

波
仏
教
辞
典』

四
入
七
頁）

「
紀
長
谷
雄」

の
「
59
醍
醐
天
皇
奉
答
法
皇
精
停
尊
號
書」

に
「

坦馴

猶
有十

號、

上
皇
遂
無
一

累、

實
封
不受

、

虚
稻

何
勢」

の
例
が
見
え
る。

○
不計

「

計」

は
、

計算

す
る
。

転
じ
て

見

積
も

り
を
し

て
は

か
る
。

計
画
す
る
（
『新

字源

』）

こ
こ

で

は

「

不計

」

で

推
測

す
る
こ

と

が
で

き
な
い
。

予

想

す
る
こ

と

が
で

き

な
い
、

の

意
。

○
悲
愁

・.

悲
し
み

う
れ
え

る
。

『

列
子
』

「

湯
問
」

に

「
一

里

老

幼、

親

愁、

垂

涕、

相

封
之

日

不
食
」

の

例
が

見

え
る
。

『漢

語

大

詞
典
』

に

は

「悲

愁

憂愁

」

と

説
明
し
、

『楚

辞』

「

九
辮
」

1

の
「
離
芳謁

之
方
肚
分、

余萎

約
西
悲
愁」

の
用
例、

及び

『
漢
書』
「
西
域
傳
下

鳥
孫
国」

の
「
昆
莫
年
老、

語
言

1

不
通、

公

主
悲

愁
」

の

用

例を

引
く
。

i

『白

氏文

集』

「
㎜
答夢

得
秋
日
書
懐
見
寄」

に
「
悲
愁
縁欲

老、

老
過
却
無
悲」

の
句
が、
「
蹴
早
入
皇
城、

贈
王
留
守

1

僕射

」

に
「
城柳

宮
塊
護
揺
落、

悲
愁
不
到
貴
人
心」

の
句

が
見
え
る。
『菅

家
後
集』

「
鵬
燈
滅
二
絶
ー
二
」

に
「
遷
客

ー
悲
愁
陰
夜
倍、

冥
冥
理
欲
訴
冥
冥
」

の
句
が
あ
る。

○
堆沙

…

砂
を

う

ず高

くも

る
。

又

う
ず

高

くも

っ

た

砂。

「

孔
平

仲
」

ー

の
「
至
城
東
作
詩」

に
「
茅
岡
風
巻
焼、

土
井
雨
堆沙

」

の
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例
が

見え

る
。

○
壇

-
①
壇。

土
を
高く

盛
り
あ
げ
て
築
い
た
所
（
『
大
漢
語林

』

圓∪

等
に
見
ら
れ
る
異
字
「
堰」

は
「
土
を
積
ん
で
水
を

せ

き
止

め
る

し
か

け
」

の

意
。

團菅原
道

真
が

菊
花
を

愛
好

し

た
事
は
今

更

論
ず

る
ま

で
も

な

い
が

、

こ

と
太

宰
府

時
代

の

『菅

家
後

集
』

の
作

品
群

で
も

「
鵬
秋
晩

題
白

菊

」

に

つ
い

て
は
拙

稿

（3
）で
既

に
注

釈
を

施
し

、
と

り
わ

け

二
句

目

の

「
残
菊

」

に

つ
い
て

の
考
察

を
試

み

た
。

一
方

「
鵬
九

月
盤

」

に

つ

い
て
も

拙
稿

（、
）

で
注
釈

を
施

し

、
四
句

目

の

「
黄

菊
残
花

」

に

つ
い
て
考
察

を

し

て
み
た

。

今

回

取
り

挙
げ

た

「
種

菊
」

に
は

次

に
挙

げ

る
、
讃

岐

国
守

時
代

、
京

都

の
自
邸

に
咲

い
て

い
る
で
あ

ろ
う

菊
花
を

思

い
や

っ
て
詠
じ

た

「
㎜
寄

白

菊

四
十

韻
」
（5
》と

の
詩

句

の
類

似
点

が
多
く

見
受

け

ら
れ

る
。

（1
）

一
・
二
句
目

「青
膚
小
葉
白
牙
根
、
茅
屋
前
頭
近
逼
軒
」
の
表
現

に
つ
い
て

「㎜
寄
白
菊

四
十
韻
」
の
十
五

・
十
六
句
目
の

「早
春
新
賦
葉

（早

春
の
賦
葉
新
な
り
）」
「初
夏
細
牙
根

（初
夏

牙
根
細
し
）
」
の
表
現
と
、

「
柳
種
菊
」
の

一
句
目

「青
膚
小
葉
白
牙
根
」
の
表
現
に
類
似
性
を
指
摘

で
き
る
。
又
、
「
㎜
寄
白
菊

四
十
韻
」
の
五

・
六
句
目

「
小
堰
斜
當
戸

（小
堰
斜

め
に
戸
に
当
れ
り
）」
「疎
欄
正
逼
軒

（疎
欄

正
に
軒
に
逼

る
）」
の
表
現
と

「
卿
種
菊
」
の
二
句
目

「茅
屋
前
頭
近
逼
軒
」
の
表
現

に
類
似
性
を
指
摘
出
来
る
。

（2
）
四
句
目

「與
書
要
得
老
僧
園
」
に
つ
い
て

類
似
表
現
と
し
て

「
㎜
寄
白
菊

四
十
韻
」

の
十

一
・
十
二
句
目
に

「苗
從
台
嶺
得

（苗
は
台
嶺
よ
り
得
つ
）」
「種
在
侍
郎
存

（種
は
侍
郎
に

在
り
て
存
し
き
）
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
句
目
に
つ
い
て
道
真
自
ら

の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「予
為

吏
部
侍
郎
之
日
、
天
台
明
公
、
寄
是

花
種

（予
れ
、
吏
部
侍
郎
た
り
し
日
、
天
台
の
明
公
、
是
の
花
の
種
を
寄

せ
た
ま
ひ
き
）」。
つ
ま
り
京
都
の
自
宅
の
白
菊
は
、
天
台
僧
の
明
上
人
よ

り
分
け
て
も
ら
っ
た
事
由
を
記
す
。
こ
の
事
情
は

『菅
家
文
草
』
「
鵬
題

白
菊
花
」
に
詠
ま
れ
て
い
る

「本
是
天
台
山
上
種

（本
は
こ
れ
天
台
山
上

釧
樹
）」
「今
為
吏
部
侍
郎
花

（今
は
吏
部
侍
郎

の
花
な
り
）」
（「
鵬
題
白

菊
花
」
三

・
四
句
）
及
び
詩
題
の
傍
注

「去
春
、
天
台
明
上
人
、
分
寄
種

渕

（去
春
、
天
台
の
明
上
人
、
種
苗
を
分
か
ち
寄
せ
た
ま
ひ
ぬ
）」
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
（傍
線
筆
者
）

道
真
が
、
僧
よ
り
菊
花
の
苗
を
請
い
求
め
た
事
例
は
、
こ
の
詩
等
以
外

に
、
讃
岐
国
主
時
代
の

「㎜
官
舎
前
播
菊
苗
」
の
三

.
四
句
に

「去
歳
占

黄
移
野
種

（去
歳
は
黄
な
る
を
占
め
野
種
を
移
す
）」
「此
春
問
白
乞
僧
家

（此

の
春

は
白

き

を

問

ひ

て
僧

家

に
乞

ふ
）
」

の
句

が
見

え

る
。

波

戸
岡

旭

氏

は
、
最

近

の
著

（6
）で
、

こ

の
詩

を

引
か

れ

「
こ
れ

に
拠

る
と
、

昨
年

も

菊
を
植

え

て

み
た
け

ど

、
興

を
覚

え

な
か

っ
た

よ
う

で
、

そ
こ

で
今

年

は

、
以
前

都

の
自

邸

に
植
え

た
白

菊

の
前

例

を
模

し

て
、
比

叡

山
な

ら
ぬ
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讃

岐

の
寺

院

か
ら
苗

を
貰

い
受

け

て
植

え

、
そ

の
清

浄
感

を
愛

で

よ
う
と

し

た

の
で
あ

る
。

し
か
し

、

こ
こ

ろ
を

込

め

て
育

て

て
み
る

の
だ

が
、

そ

の
菊

の
花

咲
く

重

陽

の
日
に
も

、
宮

中

の
宴

と

は

ほ
ど
遠

い
南

国

の
官
舎

で
の
小
宴

は

、
ま
す

ま
す
悲

し
く
、

せ

っ
か
く

の
菊

も
砂

を
噛

む
よ

う
な

あ

じ
き

な

い
思

い
で
見

る

の
み

で
あ

っ
た
」

と

解
説

さ

れ

て

い
る
。
（「
第

二
編

菅

原
道

真
と

雪
月

花
」

二
七

三
～

二
七

四
頁

）
。

（傍

線
筆

者

）

お
そ

ら
く
、

こ

の
太

宰
府

の
地

に
お

い
て
も

、
道
真

の
菊

花

へ
の
愛

好

は
衰

え
ず

、
近

く

の
寺

院

の
僧

や
知
人

か
ら

、
菊

花

の
苗
を

捜

し
求

め
た

事
情

が
浮

ぴ
あ

が

る
。

（3
）
五
句
目

「未
曾
種
庭
思
元
亮
」
に
つ
い
て

国
凹
囲
■
の
頁
で
も
触
れ
た
が
、
こ
の
句
の

「元
亮
」
は
陶
潜
の
事
が
、

陶
潜
が
菊
を
愛
し
、
多
く
の
詩
を
残
し
た
も
の
が
、
日
本
の
文
人
に
多
大

の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
だ
が
、
と
り
わ
け
当
時
の
文
人
の

口
上
に
挙
が
っ
た
詩
と
し
て
次
の

「飲
酒
詩

（其
五
）」
を
指
摘
す
る
の

に
異
論
は
あ
る
ま
い
。

○
飲
酒
詩結盧在人境而無車馬喧問君何能爾心遠地自偏
（

其
五
）

陶
潜

い
ほ
り盧
を
結
ん
で

人
境
に
在
り

か
まび

す

而も

車馬

の
喧
し
さ
無
し

い
か
に

し
か

君
に
問う

何
し
て
能
く
爾
る
か
と

か
た
よ

心
遠
ざ
か
り

地
自
ら
偏
れ
ば
な
り

釆
菊
東
籠
下悠然見南山

菊
を
釆
る

東
籠
の
下悠然として南山を
見
る

山
氣
日
夕
佳飛鳥相與還此中有眞意欲緋已忘言

ゆ
う
べ

う
る
わ

山
氣

日
夕
に
佳
し
く

うち

つ
れ

飛
ぶ
鳥

相
與
て
還
る

・つ

ち

此
の
中
に
こ
そ

眞意

あ
れ

の

すで

に

辮
べ
ん
と
欲
し
て
已
に
言
を
忘
る

（
『陶

淵
明

詩
繹

注
』

斯

波

六
郎
著

二
七

一
～

二
七

三
頁

）

こ

の
詩

に
象
徴

さ

れ
る

よ
う

な
、
自

然

と

一
体
化

し

た
陶
潜

の
詩
情

、

風

流

を
、

「
い
ま
だ

に
曽

っ
て
…

思

は
ず

」
と

否

定

し

て

い
る

こ

の
句

の

意

味

は
、

い
か
な

る

こ
と
を

意

図
し

て

い
る

の

で
あ

ろ
う

か

。

小
島

憲
之

・
山

本
登

朗
著

『
日
本
漢

詩

人
選
集

-

菅

原
道

真
』

に
は
、

こ

の
詩

の
注

釈
と

し

て
次

の
よ
う

な

一
文

が
あ

る
。

「
こ
こ
に
菊

を
植

え

る

に
あ
た

っ
て
わ
た

し

は
、
悠

々
自

適

の
生

活

の
中

で
菊
を

愛

し
た

か

の
陶
淵

明

の

こ
と

な

ど

一
度
も

考
え

な

か

っ
た
。

こ

れ
は

、
花

の
咲

く
季

節

に
仏

に
お
供

え

し
よ
う

と

思

っ
て

の
こ
と
な

の

だ
」
ー

「
未
曽

」

は
、

ま
だ

一
度

も

～
し

て

い
な

い
の
意

。

こ

こ
は

流
調
以

前

の
過
去

の
こ
と

は
含

ま
ず

、

こ

の
諦
居

に
菊

を
植

え

る

に
あ

た

っ
て
は
、

ま

だ

一
度

も

～

し

て

い
な

い
、

と

言
う

。

（中

略
）

か

つ

て
京

の
自
邸

の
菊

花

を
詠

ん
だ

「
寄

白
菊

四
十

韻
」

の
中

で
道
真

は

「
笑
殺

す
陶

元
亮

、
喰

は

資
く

楚

の
屈

原
」
（
こ
の
美

し
き

に
比

べ
れ
ば
、

陶
淵
明

の
菊

花

な
ど

問
題

に
な

ら

な

い
…
）

と
述

べ
、
自

邸

の
菊
を

陶

淵
明

の
も

の

に
比

べ
て
誇

っ
て

い
た
。

し

か
し

な
が

ら
、
今

は

そ

ん
な

考
え

は
な

い
、

と

一
句

は
言
う

。

（
一
五
九

～

一
六
〇

頁
）
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筆

者

に
は
、
右

の
解

釈

は
や

や
無
理

が
あ

る
よ

う

に
思
え

る

。
と

り
わ

け

「
こ

こ
は
流
請

以
前

の
過

去

の

こ
と

は
含

ま
ず

、

こ

の
調

居

に
菊
を

植

え

る

に
あ

た

っ
て
は
、
ま

だ

一
度
も

～

し

て

い
な

い
、
と

言

う
。
」

の

一

文

の
解
釈

に
は
肯

首

で
き

な

い

（傍
線
筆

者

）

こ
こ

は
、

や
は

り

既

に
指

摘

さ

れ
て

い
る
よ

う

に
、

「
㎜
寄

白

菊

四

十
韻

」

の
三
十

三

・
四
句

「
笑
殺

陶
元
亮

（笑
殺

す

陶

元
亮
）
」

「喰

資

そ
ん

た
す

楚
屈

原

（喰

は
資

く
、
楚

の
屈

原
）
」
を

踏
ま

え
た

そ

れ

で
あ

る
と

考
え

る
。

こ
の
詩

に
多

く

の
措

辞
を
求

め

て

い
る
こ
と

は
、

前
述

の
通

り

で
あ

る
。

こ
こ

で
も
、

「
白
菊

を

京

の
自

邸

に
植

え

、
そ

れ
を

愛

で
る
心

情

は

、
陶

淵

明

の
そ

れ

と

は

問

題

に
な

ら

な

い
。

（か

の
陶

淵

明

な

ど

念

頭

に
な

い
）
」

と
詠

む

。
そ

れ
を

踏

ま
え

て
、
今

回

の
太

宰

府

の
講

居

で
詠

む

一

句

に
も

「今

ま

で

一
度

も
陶

淵

明

の
こ
と

な

ど
考

え

る
こ
と

な
く

<殊

更

、

陶
淵

明
を
意

識

し
た

か
ら

で
は

な
く
〉
」

の
よ
う

な
意

の
裏

に
、

「
か

つ
て

讃
岐

時
代

に
京
都

の
自

宅

に
咲
く

白
菊
を

思

っ
て
詩
を

詠

み
、
そ

の
中

で

陶
淵

明

の
菊

を
賞

す

る
姿
勢

と

、
自
分

の
そ

れ
と

に
距

離
を

置

い
た

が
、

今
住

む
、

こ

の
太

宰

の
地

で
詠

む
、
菊

に
対

す

る
心
情

も
、

陶
淵

明

の
そ

れ
と

は
大

き
く

隔
た

っ
て

い
る
こ
と
を

改

め

で
実

感

す

る
」

と
今

の
心
情

を

、
吐
露

し

て

い
る

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

つ
ま

り

、
、

「私

は

、
以
前

、

讃
岐

の
と

き

に
も
菊

を
愛

で
る
心
情
が

、
陶

潜
と

は

違
う
と

述

べ
た

こ
と

が
あ

る

が
、
今

太
宰

府

の
地

で
菊

に
接

し

て

い
る
と

、
ま
す

ま
す

こ

の
意

を

強
く

す

る
」
と

の
真

情
を

、

「未

曽

…
思

元

亮
」

の
表

現

に
込

め

て

い

る
と

考
え

る
。

（傍
線

筆
者

）

な
お
、
こ
の
詩
句
二
句

「未
曾
種
庭
思
元
亮
、
爲
是
花
時
供
世
尊
」
は
、

「和
漢
朗
詩
集
」
「秋

前
栽
」
の
項
に
、
次

の
よ
う
に
載
る
。

曾
て
種
う
る
処
に
元
亮
を
思
ふ
に
非
ず

是
れ
花
の
時
に
世
尊
に
供
へ
ん
が
為
な
り

菅

曾
非
種
処
思
元
亮

為
是
花
時
供
世
尊

菅

（『日
本
古
典
文
学
全
集

和
漢
朗
詠
集
』
菅
野
禮
行
校
注

・
訳
）

菅
野
禮
行
氏
の
頭
注
に
は

〈「曾
非
」
は

『後
集
』
「未
曽
」
に
作
る
。

い
ま
底
本
並
び
に
諸
本
に
従
う
が
、
存
疑
〉
と
あ
る
。
続
け
て
菅
野
氏
は
、

こ
の
句
の
解
釈
及
び
注
を
以
下
の
よ
う
に
載
せ
る
。

㎜

こ
れ
ま

で
に
私

は
菊
を

植
え

る
時
、

菊
を

愛

し
た

陶
淵

明

の
こ
と

を

思

い
、

そ

の
風

流
を
慕

っ
て
植

え

る
と

い
う

わ

け

で
は
な

か

っ
た
。

そ

れ
は

ほ
か

で
も

な

い
。
菊

の
花

が
咲

く

時

に
は

そ
れ
を

摘

ん

で
仏

に
添

え

よ
う

と

す

る
た

め
だ
。

菅

原
道

真

菅

原
道

真
が

太
宰

府

に
左

遷
さ

れ

て
、
失

意

の
中

に
詠

ん
だ

も

の
。

原

詩

で
は

こ

の
す

ぐ
後

に
、
自

分

は
悲

し

み

の
あ

ま
り

、

い
つ
死
ぬ

か
わ

か
ら

な

い
と

続
け

る

。
従

っ
て

こ

の
聯

は
、

自

ら

の
死

へ
の
用

意

を
吐

露

し
た
も

の
と

言
え

る
。
陶

淵

明

の
風
流

さ
え

も

な
ま

ぬ

る

く

思

わ
れ

る
極

限

の
心

境

で
あ

る

。
時

に
作

者

五
十

八
歳

（延
喜

二

年

九

〇

二
）
、

こ

の
翌
年

二
月
、

道
真

は

配
所

に
没

し
た

。

（右

掲

書
）

（
一
六

二
頁
）
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（4
）
八
句
目

「堆
沙
作
墳
荻
編
垣
」
の
表
現
に
つ
い
て

類
似
表
現
と
し
て

「
㎜
寄
白
菊

四
十
韻
」
の
五

・
六
句

「小
堰
斜
当

戸
（小
堰
斜
め
に
戸
に
当
れ
り
）」
「疎
欄
正
逼
軒

（疎
欄
正
に
軒
に
逼
る
）
」

た
か

及
び
七
十
三
句

「有
庭
堆
沙
活

（庭
に
有
り
て

沙
を
堆
く
し
て
挿
す
）」

を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

◎
以
上
、
「
餅
種
菊
」
に
お
け
る
、
「㎜
寄
白
菊

四
十
韻
」
と
の
語
句
の

類
似
点
、

つ
ま
り
措
辞
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
て
来
た
。
そ
こ
か
ら
見

え
て
き
た
も
の
は
、
道
真
が
太
宰
の
地
で
こ
の

「
餅
種
菊
」
を
詠
む
時
、

か
つ
て
讃
岐
時
代
に
詠
ん
だ

「珊
寄
白
菊

四
十
韻
」
を
念
頭
に
置
い
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
二
詩
の
根
底
に
流
れ
る

詩
情
と
い
う
視
点
に
目
を
移
す
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
道
真
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
が
い
ず
れ
も
余
儀
な
く
し
て
京
都
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点

で
は
共
通
し
て
い
る
と
は
言
え
、
そ
の
社
会
的
状
況
、
そ
れ
に

加
え
て
年
齢
か
ら
来
る
肉
体
的
、
精
神
的
状
況
が
全
く
異
な
る
為
、
両
詩

の
根
底
に
流
れ
る
詩
情
に
は
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
自
分
の
未
来
へ
の
希
望
を
全
く
絶
た
れ
、
死
後
の

世
界
に
そ
れ
を
希
求
す
る
し
か
術
の
な
い
絶
望
か
ら
く
る
人
生

へ
の
諦
念

が
、
後
者
の

「柳
種
菊
」
に
は
流
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

叫
び
の
声
を
失
く
し
た
深
い
悲
し
み
が
詩
句
の

一
つ
一
つ
に
込
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
が

「
㎜
寄
白
菊

四
十
韻
」
に
は
見
ら
れ
な
い
大
き
な
差
異

で
あ
る
。

こ
う
し
た
詩
情
の
相
違
を
考
え
る
時
、
筆
者
に
想
起
す
る
別
の
作
品
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
親
が
愛
す
る
子
供
を
亡
く
し
た
時
に
詠
ん
だ
詩

『菅
家

文
草
』
「
田
夢
阿
満
」
（道
真
三
十
九
歳
時
）
の
根
底
に
流
れ
る
詩
情
と

『菅
家
後
集
』
「鵬
秋
夜
」
の
根
底
に
流
れ
る
詩
情
と
の
差
異
で
あ
る
。

「鵬
秋
夜
」
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
（,}で
試
読
を
施
し
た
の
で
詳
細
は
省

く
が
、
筆
者
に
は
道
真
の
三
十
九
歳
の
時
に
詠
ん
だ
愛
す
る
我
が
息
子

「阿
満
」
を
悼
む
、
絶
叫
と
も
言
え
る
子
を
失

っ
た
親
の
悲
し
み
を
歌
い

あ
げ
た
名
品
と
、
晩
年
の
太
宰
府
で
読
ん
だ

「
鵬
秋
夜
」
の
中
で
の
わ
が

子
を
失

っ
た
悲
し
み
、
そ
れ
を

「早
雁
寒
養
聞

一
種

（早
雁

寒
養
聞
く

に

一
種
）」
「唯
無
童
子
讃
書
聲

（唯
、
童
子
の
書
を
讃
む
聲
無
し
）」
〈秋

の
到
来
を
告
げ
る
早
雁
の
声
を
聞
い
た
時
も
、
秋

の
深
ま
り
を
知
ら
さ
れ

る
寒
養
の
声
を
耳
に
し
た
時
も
、
そ
の
泣
き
声
は
例
年
の
そ
れ
と
も
少
し

も
変
わ
る
も
の
は
な
か

っ
た
。
（な
の
に
）
今
年

の
秋
だ
け
は
幼
な
か
っ

た
我
が
子
の
書
物
を
読
む
声
が
聞
か
れ
な
い

（こ
と
が
、
た
ま
ら
な
く
つ

ら
い
。
）〉
と
詠
む
道
真
の
心
境
を
比
す
れ
ば
後
者

の
詩
に
子
を
亡
く
し
た

親
の
悲
し
み
を
絶
叫
す
る
気
力
す
ら
失
せ
、
自
ら

の
命
も
風
前
の
灯
の
よ

う
に
消
滅
し
か
け
て
い
る
悲
愴
な
状
況
を
、
敢
え

て
、
そ
こ
に
私
情
を
込

め
る
こ
と
な
く
、
逆
に
そ
れ
ら
を
全
て
切
り
捨
て
、
事
象
の
み
で
表
現
し

よ
う
と
す
る
所
に

一
層
の
悲
し
み
の
深
化
、
深
刻
さ
を
見
る
思
い
が
す
る
。

そ
う
し
た
道
真
の
詠
歌
姿
勢
の
先
例
を
な
す
作

品
と
し
て
こ
の

「柳
種

菊
」
を
考
え
て
み
た
い
。

視
点
は
、
や
や
異
な
る
が
、
道
真
の
こ
の

「
餅
種
菊
」
の
詩
情
に
、
他

の
彼
の
作
品
と
異
な
る
注
視
す
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

一
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文
が
、
既
に
、
大
曽
根
章
介
氏
よ
り
公
に
さ
れ
て
い
る
。
以
下
該
当
部
分

と
思
わ
れ
る
箇
所
を
引
用
し
て
み
る
。（8）

『菅
家
後
集
』
を
繕
く
と
、
ど
の
作
品
に
も
真
情
が
紙
面
に
横
溢
し
て

お
り
、
感
興
の
起
こ
る
ま
ま
に
詩
を
賦
す
と
い
う
古
来
の
詩
道
を
実
践

し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
一
般
の

詩
が
語
句
の
彫
琢
修
飾
に
腐
心
し
た
も
の
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
故
に
、

道
真
に
よ
っ
て
初
め
て
借
物
で
な
い
日
本
人
の
詩
が
誕
生
し
た
と
い
っ

て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
だ
が
道
真
の
偉
大
さ
は
そ
れ
で
終
わ
る
も
の

で
は
な
く
、
新
し
い
詩
境
を
切
り
拓
い
た
点
に
求
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
「種
菊
」
と
題
す
る
律
詩
を
取
上
げ
て
み
た
い
。
（中
略
）
青
い

膚
を
し
た
菊
の
小
さ
な
葉
と
白
い
牙
の
根
を
配
所
の
茅
屋
の
軒
近
く
に

移
植
し
た
。
こ
れ
は
布
と
物
々
交
換
で
民
家
の
寡
婦
の
家
か
ら
分
け
て

貰

っ
た
も
の
、
手
紙
を
書
い
て
老
僧
の
園
か
ら
求
め
た
も
の
だ
。
菊
を

植
え
る
の
は
陶
淵
明
に
徴

っ
た
の
で
は
な
く
、
花
が
咲
い
た
ら
仏
様
に

お
供
え
し
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
悲
し
み
愁
う
己
は
何
時
死
ぬ
か
分

か
ら
な
い
が
、
土
砂
を
高
く
し
溝
を
掘
り
荻
の
枝
で
垣
根
を
編
ん
だ
。

先
ず
菊

の
苗
の
描
写
か
ら
移
植
の
場
所
を
詠
み
、
次
い
で
手
に
入
れ
た

経
緯
と
求
め
た
理
由
を
述
べ
、
死
期
の
近
い
こ
と
を
し
り
な
が
ら
も
移

植
の
様
子
を
淡
々
と
賦
し
て
い
る
。
配
所
に
お
け
る
日
常
生
活
の

一
齢

を
詠
ん
だ
も
の
だ
が
、
他
の
詩
に
見
ら
れ
る
悲
壮
感
は
殆
ど
影
を
潜
め

て
い
る
。
初
句
に
見
ら
れ
る
観
察
の
細
か
さ
と
、
結
句
に
お
け
る
作
業

の
叙
述

の
確
か
さ
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
作
者
の
身
辺
の
対
象
を
取
上
げ

て
実
景
を
賦
し
、
実
感
を
あ
り
の
ま
ま
に
述
べ
る
姿
勢
は
他
に
見
ら
れ

な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
読
者
が
受
取
る
新
鮮
な
感
覚
と
平
明
な

描
写
は
絶
賛
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
。

（前
著

六
十
三
～
六
十
四
頁
）

【注
】

（1
）
拙
稿

「
菅
原
道
真
研
究
i

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（十

一
）
1
」

（「
国
語
国
文
学
研
究
」
第
四
十
号
）
熊
本
大
学
国
語
国
文
学
会

（2
）
拙
稿

「
菅
原
道
真
研
究
ー

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（
一
）
1
」

（「
国
語
国
文
学
研
究
」
第
三
十
六
号
）
熊
本
大
学
国
語
国
文
学
会

（
3
）
拙
稿

「菅
原
道
真
研
究
1

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（四
）
1
」

（「有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
第
三
十
八
号
）

（
4
）
拙
稿

「菅
原
道
真
研
究
1

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（十
）
1
」

（「有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
第
四
十

一
号
）

（

5
）

…
「
㎜遠隔
蒼
波
路
寄
二白

菊一

四

+
韻。
」

へ
だ

そう

は

み
ち

遠
く
隔
つ

蒼
波
の
路

遙
思
白
菊
園

は
る
か

おも

し
ら
置
く

そ
の

遙
に
思
ふ

白
菊
の
園

東
京
蝸
舎宅

ひ
むが

し
さや

う

く
わ
し
や

い
へ

東
の
京
な
る
蝸
舎
の
宅

西
向
雀
羅門

に
し

む
か

じ
やく

ら

か
ど

西
の
か
た
に
向
ふ
雀
羅
の
門

せ
う
くる

なな

め

と

あ
た

小
雌
斜
當戸

小
堰

斜
に
戸
に
當
れ
り

そ
ら
ん

まさ

のき

そ
そ

疎欄

正
逼
軒

疎欄

正
に
軒
に
逼
る

無池

蓮
本
訣

い
け

13
らす

も
と

か

池
な
け
れ
ば
蓮

本
よ
り
訣
く

有畝

竹
癒
繁

う

ね

あ

たけ

い

よ
い

よ

し
17

畝有

り
て
竹

痙
繁
し

疑
檀
孤叢

美

ひ
と

く
さむ

ら

う
つ
く

ほ
し
さ
ま
ま

孤
つ
の

叢
の

美
し
さ
を

壇
こ
せ

む
と
疑ナ
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先
芸
庶
草
蕃

ま

も
ろ
も
ろ

くさ

しげ

く
さざ

先
づ
庶
の
草
の
蕃
き
を
芸
れ
り

なへ

た
い
れ
い

え

苗從

台嶺

得

苗
は
台
嶺
よ
り
得
つ

くさ

L

ろう

あ

そん

種在

侍
郎存

種
は
侍
郎
に
在
り
て
存
し
き

予爲

;
吏部

侍

わ

り

12

う

し

ろう

ひ

て
ん

だ
い

予
れ
吏
部侍

郎
た
り
し
日、

天
台

郎

之

日、

天

一

ハ
`
ヘ
ニ
う

こ

ー2
む

（
さ

よ

の
明
公、

是
の
花
の
種
を
寄
せ
た

台
明
公
、

寄「

ま
ひ

き
。

是花

種一。下手分移遍

て

くだ

わ
か

う
つ

あ
ま
ね

手を

下
し
て
分
ち
移
す
こ
と
遍
し

中
心
愛護

敦

ち
うし

む

あ
い
こ

あ
つ

中心

に
愛
護
す
る
こ
と
敦
し

そ
うし
ゅ
ん

ち

えふ

あら

た

早春

新賦

葉

早春

賦
葉
新
な
り

し
ょ

か

が

こ

ん

くは

初
夏
細
牙根

初夏

牙
根
細
し

待
灌
占依

井

'

す
†

ま

ゐ

よ

し

灌ぐ

こ
と
を
待
ち
て

井
に
依り

て
占
む

承
湯
冤
戴盆

あ
ら

う

ほ
ん

い
ただ

ま
ぬ
か

湯
ふ
こ
と
を
承
け
て

盆
を
戴く

こ
と
を
免
れ
た
り

蘂
期
揚酷

烈

し
べ

こ
く
れ
つ

あ

さ

蘂
は
酷
烈
を
揚
げ
む
こ
と
を
期す

董
約引

岬媛

く
さ

せ
ん
ゑ
ん

ひ

や
く

董
は
蝉
媛
を
引
か
む
こ
と
を
約す

爽
籟吹

灰到

さ
うら

い

は
ひ

ふ

い
た

爽籟

は
灰
を
吹
き
て
到
る

流
年韓

毅奔

り
うね

ん

こ
し
き

まろ

ば

は
し

流
年
は
殺
を
韓
し
て
奔
る

乍
看
珠穎

折

た
らま

み

た
ま

ウ
ぶ
ら

ひ
ら

乍
ら
に
看
る

珠
な
す
穎
の
折く

こ
と
を

事
賞素

案
翻

あ・
りぞ

め

し

ろ

12

を
の

し
べ

ひ
る

が

え

孚
ひ
て
賞
づ

素き

真
の
翻
る
こ
と
を

蝉翅

迷
施粉

せ
み

つ
ば
さ

は
ふ
に

に
ど
こ

ま
ど

蝉
の
翅
の

粉
を施

せ
し
か
と
迷
ふ

蜂鎖

闇
著
痕

は
ち

きり

あと

つ

い
そ
が
81蜂の鎖の痕を著くるに闇し

地
疑
星
隈
宋

ら

ほし

そう

お

うた

が

地
は
星
の
宋
に
阻
ち
た
る
か
と
疑
ふ

庭
似
雪封

衰

には

ゑ
ん

ほ
う

ご
と

庭
は
雪
の
衰
を
封
じ
た
る
が
似
し

紫襲

衣藏

簾

む
ら
ささ

か
さ

こ
ろ
も
こ
ろも

は
こ
を
さ

紫
を
襲ね

て

衣
い
薩
に
藏む

香
浮
酒滞

鱒

にほ

ひ

う
か

さー7

た
る

み

香
を
浮
べ
て

酒
ぞ
罐
に
満
て
る

仙
家
嫌葱

圃

せ
ん

か

そ
う
腫

きら

仙
家
も
葱
圃
を
嫌
ふ

隈
士
厭桃

源

い
ん

し

た
うぐ

象
ん

い
と

隙
士
も
桃源

を
厭
ふ

わら

そ

たう

ぐゑ

んり

やう

笑
殺
陶
元亮

笑
ひ
殺す

陶

元

亮

喰資

楚
屈
原

そ
ん

た
噸

そ

くゐ

つ
ぐ
ゑ
ん

喰
は
資
く

楚
の
屈
原

和
光
宜
月露

ひか

り

や
は
ら

くゑ

つ
ろ

よ
う

光
を
和ぐ

る
は
月
露
に
宜
し

同
類
是
蘭孫

る
い

ひと

そ
ん

類
を
同し

くす

る
は
こ
れ
蘭篠

色
惜
哀
虚室

い
ろ

を
し

きよ

し
つ

か
な

色
を
惜
み
て
虚
室
に
哀
し
ぶ

名
後
要盛

昆

な

お
く

せ
い
こ
ん

えう

名
に
後れ

て
盛
昆
を
要
す

懸
竿
曾献

主

は

う

む
かし

あ
る
じ

た
てま

つ

懸
づ
ら
く
は
竿
を
曾
主
に
献り

し
こ
と

悔
創
只
胎孫

く

つ
る
ざ

し
まご

悔
ゆ
ら
く
は

創
を
た
だ
孫
に
の
み
貼
さ
む
こ
と

の
こ

任
老
休炊

桂

"

ま
2

か
う
ら

か
し

老
い
た
る
任
に

桂
を
炊
が
む
こ
と
を
休
め
む

や

忘
憂
倍帯

萱

う"

わ
†

か
や

お

憂
へ
を
忘
れ
む
と
て

ま

萱
を
帯
ぶ
る
こ
と
を
倍
さ
む

券
芳
慮侃

服

みん

ぱう

82
い

ふ

く

芽
芳

侃服

す
べ
し

貞
潔
欲
饗援

て
い
吋
つ

は
んゑ

ん

ほ

貞
潔

蓼援

せ
む
こ
と
を
欲
りす

四
序
環無

賜

し
じ
ょ

め
ぐ

たま

四
序

環り

て
賜
ふ
こ
と
な
し

千
秋
矢不

護

せん

しう

ち
か

わ†

千
秋

矢
は
く
は
設
れ
じ

生
涯
難量

測

しや

うが

い

は
か

は
か

生
涯
は
量り

測
る
と
も

緑
命
未平

反

ろく

め
い

へ
い
は
ん

緑
命は

年
反
な
ら
ず

面
目
漱娯

少

め
ん

13く

よ

り
こ

たの

ま

れ

面
目

漱
び
娯
し
ぶ
こ
と
少
ら
な
り

風
塵
悶乱

煩

ふう

ち
O

も
た

み
だ

わ
づ
ら
は

風
塵

悶
へ
説
る
る
こ
と
煩
し
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業
拗
羊柱

筆

なー
ー

ー3
ひ

や・
つ

ら
ゆ

ふ

0で

なげ

う

業
は
羊
柱
の
筆
を
拗
つ

官
建
隼旗

幡

つ
か
さ

じ
ゆ
んよ

はな

た

官
は
隼
旗
の
幡
を
建
つ

失
道
人
皆議

み
ち

う
しな

ひと

き

道
を
失
ひ
て
人
み
な
議
す

安
身
我
掲諭

み

やす

わ

ひ
と

ろ
ん

身
を
安
む
じ
て

我
れ
猫
り論

ぜ
ま
く
の
み

讐
亀
牧
北
閥

さう

くゐ

ほ芝

え
つ

をさ墜亀北閥に牧

む

五
馬
麗南

韓

ご

ぱ

なむ

あ
ん

そ《

五
馬

南
韓
に
麗
す

文選

云、

別

も
ん

い

し

壁
つ文選に云はく、「子が嬰

子蟹

亀
一
、

李

く
ゐ

の

ぞ

り

し

い

亀
を
別く

」

と。

李
氏
が
謂

氏

謂、

照■
二

じく

肋
ん

や

は
く、

「
二
官
を
照
む
る
な

官一

也
。

余、及レ翁一刺史
=
、解一卸雨印一、

87
乳

し

し

り」

と
い
へ

り
。

余、

刺
史

お
よ

あ
た

幻し

で

た
る
に
及
び
て、

雨
つ
の
印

か
い
さ
聖
《

か

るが

ゆ
ゑ

い

を解

却
せ
り、

故
に
云
ふ
。

故
云也

。

鶴
ζ
江
雲
臭

う
つ

う
つ

か

うう

ん

くさ

欝
欝
と
し
て
江
雲
臭
し

濠
ζ
澗
雨
温

もう

もう

かん

う

あた

たか

濠
濠
と
し
て
澗
雨
温
な
り

行程

過緑

浦

かう

て
い

みど

12

うら

す

行
程

緑
な
る
浦
を
過
ぐ

逆
旅
臥青

頬

は

ま†

ー7

ふ

逆
放

青
き
頬
に
臥
す

水國

親賓

絶

す
い
こ
く

し
ん
ひ
ん
た

水
國

親賓

絶
ゆ

漁津

商頁

喧

ざよ

し
ん

し
や
う
こ
かま

び
†

漁
津

商
頁
喧
し

一

來
疲涕

洒

ひと

さた

て
い

し

や

一

た
び
來
り
て
よ

り

涕洒

に

疲
せ
た
り

三
度
愛塞

喧

み

たび

かん

くゑ

ん

か

三
度

寒
喧
を
愛
へ
ぬ

想
像
霜
華登

さう

くわ

ひら

潟も

ひ
や

霜
華
の
登
か
む
こ
と
を
想
像
る

悲
傷
晩
節
昏

ば
ん
せ
つ

くち

か
な

い
た

晩
節
の
昏
き
こ
と
を悲

し
び
傷
ぶ

含
情
排
客
館

こ
こ
ろ

あ
く

か
くく

わ
ん

ひ
ら

情
を
含
み
て
客
館を

排
け
り

抱
影
立
荒
村

か
17

う
だ

く
わ
う
そ
ん

た

影を

抱
き
て
荒
村
に
立
て
り

帳
望
將
穿
眼

い
た

の
ぞ

ま
な
こ

う
が

帳
び
て
望
め
ば
眼を

穿
た
む
と
す

追
尋
且
迭
魂

お

たつ

たま

し
ひ

お
く

な
ん

追
ひ
て
尋
ぬ
れ
ば
魂
を
途
る
に
且
な
む
と
す

慧
驚
由
過
雁

こ
こ
ろ

お
ど
ろ

かり

よ

意
の

驚
く
こ
と
は

過
ぎ
ゆ
く
雁
に

由
る

腸
断
堂
聞
援

は
らわ

た
た

あに

さる

さ

腸
の
断
つ
こ
と
は

量
援
を
聞か

め
や

と
こ
ろ

し
た
が

い
さ
こ

た
か

さ

有
威
堆
沙
播

庭
に
有
ひ
て

沙を

堆
く
し
て
揺す

何
人
折
柳
饗

い
か

ひ
と

や
なざ

を

ひ

何
な
る
人
か
柳を

折
り
て
筆
か
む

自
開
還
自
落

潟
の
つ
か

ひ
ら

協
の
つ
か

35

自

か
ら
に
開
き

ま
た

自
ら
に
落
つ

誰
見
也
誰
言

た
れ

み

い

誰
か
見
ま
た
か
言
は
む

暮
景
愁
難
散

ゆ
ふ
べ

ひ
か
り

う
れ

さ
ん

がた

暮
の
景
に
も
愁
へ
は
散
じ
難
し

涼
風恨

易
呑

ひ
や
や
か

か
ぜ

う
ら

の

やす

涼
な
る
風
に
も
恨
み
は
呑
み
易
し

寄詩

花
盛
否

し

よ

はな

さ
か

さか

りな

らず

詩
を
寄
す

花
は
盛り

な
り
や
否
や

珍重

可
知
恩

ら
ん
ら
よう

めぐ

し

珍重

た
り

恩
み
を
知
る
べ
し

（
川
口
久
雄
校
注
『岩

波
古
典
文
学
大
系』

本
よ
り
引
用）

（
句
中
の

傍線

は、

筆者

）

（

6
）

『
宮
延詩

人

菅
原
道
真
1
『菅

家
文
草一

『菅

家
後
集』

の
世
界ー

波
戸
岡

旭

著
（
笠
問害

院）

（

7
）

拙稿

「
菅
原
道
真研

究ー

『
菅
家
後集

』

全
注
釈
（九

）

―」

（
「
国
語
国
文
学
研究

」

第
三
十
九
号）

熊
本
大
学国

語
国
文
学
会

（

8
）

『
大
曽
根
章
介

日
本
漢
文
学論

集』

第
二
巻

（
汲
古書

院）
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【追

記
】

こ

の
稿
を
草
す

る

に
あ

た
り
、
木
下
文

理
氏
よ
り
多
大

の
御
助
力

を

い
た

だ

い
た
。

と
り
わ
け
、
語
釈
、

『白
氏
文
集
』

の
詩
語

の
検
索

な
ど
に
お
力
添
え
を
頂

い
た
事

に
感

謝
申

し
上
げ
る
。

又
、
台

湾
元
智

工
学
院

の
中

国
古
典
詩
詞
曲

文
研
究

の
た
め

の
サ
イ
ト

で
あ

る

「網

路

展
書
讃

（しu
HΩ
㎝
）」
（窪
8
=＼＼
匹
ρ
ロα
邑

戸
く
N
F
巴

ロ
●寒

＼）

の

『全
唐
詩
』

の
項
、
及
び

北
京

大
学
中
文
系

の
唐
代
以
前

の
詩
歌

の
総

合
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
で
あ

る

「
全
唐
詩

全
文

検
索
系
統

（¢
↓
閃
'QQ
）」
（拝
9
日＼＼
〇
三
器

ωe
も
評F
§
＼o
凪
-げ
冒
＼
雷
5
σQ
ま

鑓
蔓

e×
e
）
を
詩
語

検
索

の
た
め
に
利
用
し
た
。

（
平

成

十

七

〈
二
〇

〇

五

〉

年

十

一
月

二
十

三

日

執

筆

了

）

（や

き

や

ま

ひ

ろ
し

/

大

学

院

第

七

回

修

了

・
有

明

高

専

）
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